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特発性大腿骨頭壊死症の自然経過、特に骨頭圧潰のリスクを予測することは、どのような治療をどのタイミン

グで行えばよいかを考える上で、非常に重要である。MRI による早期診断が普及し、骨頭圧潰前の症例を診療

する機会も増えてきているが、それらの自然経過、圧潰率をまとめた報告は少ない。当院での特発性大腿骨頭

壊死症 313 例について、その背景因子、診断時病型、病期別での自然経過と選択された治療内容について検

証した。 

 

 

1. 研究目的  

特発性大腿骨頭壊死症(ONFH)の自然経過、特に

骨頭圧潰のリスクを予測することは治療上、重要であ

るが報告は少なく、当院の 313 例を検証した。 

 

2. 研究方法 

 対象は 1 年以上観察できた ONFH 188 患者 313 関

節である。男性 74 名、女性 114 名、片側 63 例、両側

125 例、平均フォロー期間 6.5 年、診断時平均年齢

44.1 歳であった。背景因子はステロイド性 264 例、ア

ルコール性 26 例、特発性 23 例で、厚労省研究班の

病型（Type）、病期(Stage)、背景因子での自然経過を

追跡した。手術症例は術式と時期、未手術例と関節

温存手術例は最終診察時の病期を評価し、骨頭圧

潰率を算出した。 

 

3. 研究結果 

手術は 176 例(56.2%)で THA が 138 例、回転骨切り

14 例、FGF 臨床試験 10 例、血管柄付き幹細胞移植

7 例、人工骨頭 5 例、その他 2 例であった。診断時病

型と圧潰率は Type A は 7 例で圧潰率 0%、Type B は

20 例 5.0%、Type C1 は 113 例 62.8%、Type C2 は 173

例 91.3%、全体の圧潰率は 73.5%であった。診断時病

期と圧潰率は Stage 1 は 74 例 73.1%、Stage 2 は 99

例 63.0%、Stage 3A は 96 例、Stage 3B は 20 例、Stage 

4 は 24 例、診断時、圧潰していたものが 44.7%であっ

た。診断時から病期がかわらないのは Stage 1 で

29.7%、Stage 2 で 44.4%、Stage 3A で 9.4%、Stage 3B

で 10%、全体で 24.6%であった。背景因子別ではステ

ロイド性は圧潰率 73.1%、アルコール性は圧潰率

84.6%、特発性は圧潰率 60.9%であった。 

 

4. 考察 

平均 3 年～9 年の自然経過を追跡した諸家の報告

でも壊死領域の大きな Type C では 70%以上の高い

圧潰率が報告されている。当院では Type C2 で圧潰

率が 91%と高かった。これは近年、ステロイド性 ONFH

の MRI での早期診断症例が以前よりも増えていること

が影響していると考えられる。診断時、骨頭圧潰前の

Type C2 症例が多くみられるようになってきたが、骨

頭圧潰自体は防げていないため、高い圧潰率になっ

たものと考えられる。 

 

5. 結論 

 ONFH313 関節、平均フォロー期間 6.5 年での骨頭

圧潰率は 88％、アルコール性や Type C2 で圧潰率

は高く、Stage の進行しない症例は全体で 25％にす

ぎなかった。 
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